
 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

ＴＥＬ:(0244)26-1314 

ＦＡＸ:(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時：令和６年１０月４日（金）９：５０～１６：１５ 

○会  場：南相馬市立石神中学校（南相馬市原町区石神字北畑４７－１） 

○内 容：講話「学校経営の概要」  講義「保健室経営の実際（健康観察・健康相談・保健指導）」 

授業参観「心の教育」    協議「授業参観事後研究および職務上の諸問題」 

 

 

 

〇 生徒指導において、養護教諭としての視点で子どもたち一人一人に 

寄り添った指導をしていくこと、できたことや伸びていることを価値付ける 

大切さを改めて理解することができた。 

〇 ティーム・ティーチングの授業においては、担任と養護教諭での打合せの 

もと、本時のねらいを明確にして授業づくりをしていくことが大切だと学んだ。 

〇 本研修を通して、教職員全体での情報共有や連携の大切さ、養護 

教諭としての専門性を生徒指導や授業に生かしていくことの大切さを学 

ぶことができた。自分の理想とする養護教諭になれるよう、これからも学び 

続け、より専門性を高めていきたい。 

【研修のまとめ】 

 本日の講義、演習等の内容を踏まえ、初任者として今後、授業実践や研修等に臨むにあたり、以下のこと

に留意していただきたいと思います。 

○ 学校及び教職員には安全配慮義務があり、養護教諭は保健室に来室する児童生徒の状況や傾向から潜

在的な危険に気付きやすいポジションにある。些細なことでも、気付いた点があるときには管理職等と情報共

有を図ることが大切であること。 

○ 緊急事態が起きた際、どの生徒にも即時の対応ができるよう、日頃から環境を整備しておくこと。 

○ 健康診断等の行事を滞りなく運営するためには、職員間の共通理解が不可欠である。そのために、資料の

準備や事前の連絡調整など、丁寧な準備が必要であること。 

 

 研修の感想
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